
家族ケア論

[講義]　選択　30時間　2単位

《担当者名》平 典子[hiran@hoku-iryo-u.ac.jp]

【概　要】

　家族看護に関連する理論を踏まえ, がん，慢性疾患，老人・子どものケア，在宅ケア等において家族が抱える課題および家族

支援のあり方を探求する. 前半では，家族看護に関する理論を踏まえ，家族システムの捉え方と家族アセスメント，家族に対す

る支援の概要を学習する．後半は，それぞれの領域において学生が遭遇した事例に関し，家族アセスメントおよび援助方法につ

いて具体的に学習する.

【学修目標】

１.家族システムの捉え方と家族アセスメント，家族に対する支援の概要を説明できる

２.学習した家族看護理論の特徴について，理論的背景，家族アセスメントおよび家族支援の特徴を理解できる

３.学習した家族看護理論の特徴を捉え，事例に適用し生じている現象を解明できる

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

2

家族看護学とは １）家族看護学の歴史的発展

２）家族看護学における家族の概念

３）家族看護学の目的、アプローチ法

平

3

4

家族看護学に関連する理論① １）カルガリー家族アセスメント/介入モデル

　モデルの特徴，固有の用語や概念を踏まえ，アセス

メント，介入目標および支援方法に関して学習する

平

5

6

家族看護学に関連する理論② １）家族ストレス対処理論

　理論の特徴，固有の用語や概念を踏まえ，アセスメ

ント，介入目標および支援方法に関して学習する

平

7

8

家族看護学に関連する理論③ １）渡辺式看護アセスメント/支援モデル

　モデルの特徴，固有の用語や概念を踏まえ，アセス

メント，介入目標および支援方法に関して学習する

平

9 がん・慢性疾患・高齢者・子ども在

宅ケア等における家族支援①

１）家族を取り巻く状況と支援

　文献を通して，それぞれの領域に関して家族を取り

巻く状況を整理し，プレゼンテーションする

平

10 がん・慢性疾患・高齢者・子ども在

宅ケア等における家族支援②

１）家族を取り巻く状況と支援

　文献を通して，それぞれの領域に関して家族を取り

巻く状況を整理し，プレゼンテーションする

平

11 がん・慢性疾患・高齢者・子ども在

宅ケア等における家族支援③

１）家族支援に関するＣＮＳの役割の探求 平

12 家族支援に関する事例検討① １）学生それぞれのスペシャリティを踏まえ，これま

で遭遇した事例を取り上げ，学習した理論を適用して

アセスメントおよび支援方法を検討する

平

13 家族支援に関する事例検討② １）学生それぞれのスペシャリティを踏まえ，これま

で遭遇した事例を取り上げ，学習した理論を適用して

アセスメントおよび支援方法を検討する．

平

14 家族支援に関する事例検討③ １）学生それぞれのスペシャリティを踏まえ，これま

で遭遇した事例を取り上げ，学習した理論を適用して

アセスメントおよび支援方法を検討する．

平

15 家族支援に関する事例検討④ １）学生それぞれのスペシャリティを踏まえ，これま

で遭遇した事例を取り上げ，学習した理論を適用して

アセスメントおよび支援方法を検討する．

平

【授業実施形態】

面接授業と遠隔授業の併用

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による



【評価方法】

　プレゼンテーション（30％)、ディスカッションへの参加(30％)、課題レポート(40％)で評価する。

【教科書】

特に指定しない。

【参考書】

随時提示する。

【学修の準備】

　関連資料および関連図書を熟読して臨む。

【学修方法】

　主として，演習形式での学習となる．3～8回はグループでの学習，9～15回はそれぞれのスペシャリティを踏まえたプレゼンテ

ーションについて全員でディスカッションする．


